第3号様式
令和6年度 第4回東部公民館運営審議会会議録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　  （令和7年2月　作成）

１　開催日時  　令和6年12月26日（木）午後3時07分～午後5時17分

２　開催場所　　中央公民館　第８集会室

３　出席者
(1)委 員   　大塚委員長、加瀬委員、吉田委員、牧野委員、今井委員
　　　　　 
(2)事務局  　東部公民館長、三田公民館長、習志野台公民館長、飯山満公民館長、薬円台
　　　　　　 公民館長
４　欠席者　　　
(1)委 員   　舟橋副委員長、本間委員、蠣崎委員
　 (2)事務局  　なし

５　議題及び公開・非公開の別並びに非公開にあたっては、その理由
　　非公開　　(1) 地域課題発見・解決事業の提案について
公　開　　(2) 令和6年度 公民館事業報告（9月26日～12月25日）について
　　(3) 令和6年度 公民館事業計画（12月26日～3月31日）について　
　　
６　傍聴人　　　なし

７　決定事項
　　非公開　　(1) 地域課題発見・解決事業の提案について　意見聴取済
公　開　　(2) 令和6年度 公民館事業報告（9月26日～12月25日）について　承認
　　(3) 令和6年度 公民館事業計画（12月26日～3月31日）について　承認

８　議事　      次ページへ

９　資料・特記事項　　　次回　令和7年3月27日（木）午後3時から

１０　問合せ先　　　東部公民館　電話047-477-7171









令和６年度 第４回 東部公民館運営審議会
議事録




















日　　時	令和６年１２月２６日（木）
		午後３時０７分～５時１７分
会　　場	中央公民館 第８集会室



午後３時０７分開会

○事務局（東部公民館長補佐）
　ただいまより令和６年度第４回東部公民館運営審議会を開催いたします。
　まず初めに、資料の確認をお願いいたします。事前にお送りさせていただきました薄青色の冊子の令和６年度第４回東部公民館運営審議会と、机の上に「まなびの風　79号」、「地域課題発見・解決事業提案書」とその関係書類、「ふなばし生涯学習チャンネルで公開」という真ん中に赤いマークがついている両面の資料になります。こちらのうち、地域課題発見・解決事業につきましては、参考資料の部分に個人情報が含まれておりますことから、会議終了後にその冊子を回収させていただきたいと思います。お声がけさせていただきますが、よろしくお願いいたします。
　それでは、大塚委員長、ご挨拶のほう、よろしくお願いいたします。
○大塚委員長
　皆さん、今年最後の会議となりました。よろしくお願いします。
　我々にしてみれば、公民館というのは、現場を持つというところでは大変大きな位置づけを持っていると思うんですね。その公民館が市民と触れ合って、市民の方が「公民館っていいよな」「いろいろなことを教えてくれる」「楽しくやってるな」と、こういうことをもって、その中身として、公民館の人たちが自分の悩みやいろいろなことがその時々で話ができるということになれば、市民全体にとって、行政と公民館と市民が三位一体となって個々の生活環境やものの考え方や助け合いができるということでは、公民館というのは重要な位置を占めているなと私は思っています。
　今後とも真摯に話合いをしながら、黙っているのではなくて、間違っているかどうかは別にして、やっぱり意見を言うことが今後の成長につながると思いますので、今後ともひとつよろしくご協力いただきたいと思います。
　終わります。
○事務局（東部公民館長補佐）
　ありがとうございます。
　ただいまより令和６年度第４回東部公民館運営審議会を進めてまいります。
　諸々のご事情によりまして、３名の委員さんから欠席のご連絡をいただいております。現在、委員８名のうち、５名の方にご出席をいただいております。船橋市公民館条例施行規則第15条第３項の規定によりまして、半数以上の出席がございますので、この会議は成立しております。
　また、会議の公開につきましては、船橋市情報公開条例第26条及び附属機関の会議の公開実施要綱の規定により、当審議会も原則公開となります。
　なお、本日は運営審議会の傍聴希望はございませんでした。
　それでは、議事進行につきましては、船橋市公民館条例施行規則第15条第２項の規定により、委員長が議長となります。大塚委員長、議事進行のほう、よろしくお願いいたします。
○大塚委員長
　よろしくお願いいたします。それでは、本日の議事に入りたいと思います。
　次第（１）の地域力活性化プログラム「地域課題発見・解決事業の提案について」になります。「地域課題発見・解決事業」実施要綱第10条の審査決定では、「審査基準に基づき公民館運営審議会の意見を聴き、審査決定する」とされております。今回は、提案者にお越しいただいておりますので、入室いただき、薬円台公民館長から概略説明を聞いた後、提案代表者に事業概略等の説明をしていただきます。


「非公開審議」


次第（１）の「地域課題発見・解決事業の提案について」の意見聴取は、船橋市情報公開条例第７条の不開示情報を審議することから、同条例第26条第２号に該当するため非公開となります。
また、非公開審議であるため、船橋市附属機関等の会議の公開実施要項第８条第３号の規定に基づき、記載を省略します。

次第（１）　「地域課題発見・解決事業の提案について」　意見聴取済

[bookmark: _GoBack]

○大塚委員長
　続きまして、次第（２）「公民館事業報告（９/26～12/25）について」、東部公民館長さんから順次説明をお願いいたします。委員の皆さんのご意見は、全公民館からご説明を受けてから頂戴したいと思います。
　それでは、東部公民館長さんからお願いいたします。
○東部公民館長
　東部公民館の事業報告について説明させていただきます。
　まず初めに、資料の右上にページ数が１/27と記されております１ページの青少年事業のうち、「ハッピーサタデー事業」につきまして報告いたします。「ハッピーサタデー事業」は、資料に掲載のとおり、９月から12月までの期間、各月に４件の事業を開催してまいりました。
　そのうち、今月、12月14日に開催いたしました「クリスマスフェスタ」につきまして報告させていただきます。実施に当たりましては、地域団体、ガールスカウト千葉県第36団の皆さん等のご協力をいただきながら、会場を前原児童ホームにて、子供たちの交流を図ることを目的に共催事業として開催いたしました。人数は、1,727名の子供たちが参加されました。
　当日は、児童ホームの全部の部屋を使いながら、様々な遊びのコーナーをつくって開催いたしました。体育室ではフルートやピアノのコンサートを開催し、クリスマスにちなんだ歌、「赤鼻のトナカイ」や「きよしこの夜」を演奏していただいたり、また、ピアノによるイントロクイズをしたりして子供たちは大いに盛り上がり、一足早いクリスマスの雰囲気を味わったところでございます。また、２階の集会室では、風船の海を設置いたしました。前日からスタッフが700個ぐらいの風船を一生懸命膨らませまして、大変ではございましたが、当日、子供たちは海に飛び込みながら風船の海を思い切り泳いでおりました。ガールスカウトさんによるクリスマスクラフトづくりは、今にも食べたくなりそうなロールケーキづくりをいたしました。軽スポーツコーナーでは、子供たちは割り箸鉄砲づくりやストラックアウトなどたくさんの遊びにチャレンジしており、午前・午後を通した中で、子供たち同士、または子供たちと地域団体の皆さんが触れ合いながら楽しく過ごしました。
　続きまして、成人事業の「心も体も喜ぶ体にやさしい健康体操教室」の人数の報告をさせていただきます。12月１日は32名、12月22日は24名でございました。
　次のページ、２ページの一番下のところ、「大人の遠足～道東の秘境～」について報告させていただきます。本事業は、新規事業として、一番星プランに掲げる「デジタル化社会への対応」に向けた事業を実施したものでございます。現地のガイドとオンラインで結び、船橋市と交流のある北海道の津別町の観光や産業等を現地からの映像を見ながら、なかなか訪れることのできない道東を遠足気分で味わってもらうものでございました。当日の津別は天候に恵まれ、津別峠から望む屈斜路湖の雄大な景色を見て、参加者からぜひ現地に行ってみたいとの声が多く寄せられました。また、公民館会場内では、添乗員に扮した講師の方に現地の案内人とやり取りをしていただき、現地からの案内、情報を見聞きし、遠足気分を味わっていました。お昼を挟むものですから、お昼には、この木材の町津別産の経木を使ったお弁当、崎陽軒のシウマイ弁当を食べたり、津別のお菓子を食べたりしました。
　いわゆる「見て・聞いて・食べる」ことを通して、参加者からは、「これは面白いユニークな企画ですね」「ぜひともシリーズで海外版もやってほしいです」など、次回開催の期待が寄せられており、今後もオンライン活用をしながら、なかなか訪れることができない町での開催を続けてまいりたいと考えております。
　続いて３ページ、「東京・七福神の寺社めぐり～深川・亀戸～」についてでございます。本事業についても新規事業として、深川・亀戸の七福神を巡りながら、情緒あふれる町並みや史跡を散策するとともに、参加者同士の交流を深めることを目的に開催したものでございます。全３回講座の中の１回目は、座学講座として七福神巡りの歴史や七福神のそれぞれの特徴、ご利益を学び、これらの事前学習を行った上で、２回目、３回目に実際に深川や亀戸の七福神を巡ってまいりました。
　講師作成の七福神に関する資料と説明もありながらの七福神巡りであったため、参加者からは、「大変分かりやすかったです」「歴史について興味が湧いてきました」「座学から始まり、資料もご用意してくださり、大変分かりやすかったです」などの声が寄せられました。深川七福神巡りでは、富岡八幡宮にて今回特別にご開帳いただき、恵比寿の神様を拝観することもでき、貴重な体験ができたと大変喜んでいただいた事業でございます。また、１人で参加する参加者も多くいましたけれども、こういった散策を通して参加者同士も交流が深まり、七福神巡りの後も一緒に街を散策する様子も伺うことができました。
　その下、「まち探検 ㏌ 前原～前原地域の歴史めぐり～」についてでございます。この講座も、今説明した事業と同様に新規事業として、散策でございますが、身近な地域である前原の歴史について学習するもので、併せて参加者の交流を図るものでございます。当日は、ＪＲ津田沼駅からスタートしまして、およそ５キロの道のりを地域の歴史を学びながら歩きました。参加者からのアンケートでは、「ウオーキングと学習ができたのでよかった」「知らないことがいっぱいあって楽しかった」との声が寄せられました。また、前原地域に住んでいる参加者だけではなく、ほかの地域に住んでいる方の参加もあり、地元以外の場所を歩きたい、知りたいというきっかけから参加されたとのことで、参加者同士で会話を楽しむ様子もうかがえ、参加者同士の交流を深めたところでございます。
　最後に、６ページの「文化祭」についてでございます。今年度、東部公民館は休館中ではございましたが、サークル各団体から開催の要望が寄せられていたことから、中央公民館の会場をお借りしまして、23団体の参加をもって開催いたしました。例年の文化祭と異なり、東部地域から離れた会場での文化祭であったため、「人が少なくて残念」との声が一方で寄せられましたけれども、発表された団体からは、「発表の機会があって楽しかった」、「来年の改修後の東部公民館での文化祭を楽しみにしているよ」という声が寄せられました。
　東部公民館からは以上でございます。
○大塚委員長
　次に、三田公民館さん、お願いいたします。
○三田公民館長
　三田公民館が実施した事業について報告いたします。
　まず、青少年事業です。「ふなばしハッピーサタデー事業」の12月21日に実施しました「冬のお楽しみ会」の人数が入っておりませんので申し上げます。男５、女16、計21でした。内容につきましては、フラワーアレンジメント教室を行いました。
　「ふなばしハッピーサタデー事業」は、この期間中に３件実施いたしまして、その中の10月20日「親子理科実験教室」について報告いたします。TOHOボランティア部の学生を講師として、東邦大学の理科実験室をお借りして実施いたしました。こちらは平成27年度から実施している人気の事業で、昨年度も今年度も定員に達した後もお問合せの電話が多かった講座です。今年度は、炭酸マグマ実験、割れないシャボン玉づくり、炎色反応などの実験を行いました。炭酸マグマ実験では、最後に泡がぶくぶくする様子が面白く、また、割れないシャボン玉を大きくつくることを皆さん楽しんだりと、地域の東邦大学の学生と楽しく交流しながら学べました。アンケートでは、「火はいろいろな色になることが知れた」「楽しかったです」「また来年も来たいです」などの感想がありました。身近な物の化学反応の不思議な現象や面白さを親子で体験し、理科実験の楽しさを提供できたと思います。
　続きまして、成人対象事業の中から「三田セミナー　後期」の２回目、３回目、「チバニアンと市原市歴史博物館へ」を報告いたします。ページは９ページになります。こちらの講座は生涯学習コーディネーターと協働で企画・運営を行いました。今年度のテーマ「船橋・房総そして世界へ」の房総の知識と教養を深める部分になります。
　チバニアンの名前の由来となった市原市の地層は、今後見やすいように施設がつくられる予定となっておりまして、令和７年度中に建設が始まると聞いております。施設が完成すると、今より現地へ行きやすくはなりますが、地層を間近で観察することはできなくなるとのことで、今が間近で見るラストチャンスですので、この時期にバス研修を行いました。
　12月６日の講座では、チバニアンに関する知識を学びました。千葉県市原市田淵にある地層は、一番新しい地磁気逆転の記録が世界で最もよく残っているため、令和２年１月、時代を分ける境界がよく分かる地層として世界的に認められました。このことにより、今まで名前がなかった約77万4,000年前から12万9,000年前までの時代がラテン語で千葉の時代を意味する「チバニアン」と呼ばれることになりました。日本の地名にちなんだ名前が地質年代につけられることは初めてということで、快挙であるという説明を講師からいただきました。また、イタリアにある地層も候補に挙がっていたそうですが、チバニアンに決定した経緯なども楽しくお話ししていただきました。
　12月10日はバスで現地へ向かい、午前中にチバニアンの名前の元になりました養老川流域田淵の地磁気逆転地層を見学いたしまして、実際に地層を見ながら地磁気逆転のお話など、講師とチバニアンビジターセンターの職員の方から説明をいただきました。また、天気に恵まれまして、川の水が引いておりましたので、水があるときには見られない化石も見られたと聞いております。午後は市原市歴史博物館で博物館館長の解説の下、館内を見学いたしました。参加者からは、「チバニアンの地層に行きたいけれども自力では難しそうだと思っていたので、バス研修があってよかった」「講師の解説が多くて、いろいろな知識を得た」などの声が聞かれました。
　次に、高齢者対象事業から、「三田寿大学」の12月に実施しました「オカリナとギターによるクリスマスコンサート」について報告いたします。ページは９ページになります。オカリナ２名とクラシックギター１名で構成されたコメ・プリマという名前のトリオにご出演いただき、クリスマスの曲を中心に演奏していただきました。とても息の合ったオカリナの演奏に、穏やかなクラシックギターの伴奏が癒しの空間をつくっていました。楽器紹介のコーナーや参加者も一緒に歌うコーナーもあり、楽しいコンサートとなりました。参加者からは「心地よい音楽だった」などの声があり、楽しんでいただけたと感じております。
　このコンサートは公開講座としまして、寿大学生以外の方もどなたでも参加いただけるようにしました。当日の飛び込み参加も含め、19名にお越しいただきました。狙いは寿大学を知っていただき入会者を増やすことだったのですけれども、一般募集50名に対し申込みが20名と少ない印象でした。また、この20名から新規に寿大学生になってくださる方はいませんでした。広報は、三田公民館と三田習地区社協のチラシ配架、それからホームページ掲載だったのですが、このような公開講座をする際には広報を広げて、より多くの方の目に留まるように工夫してやっていきたいと思います。
　次に、その他の事業から、新規事業の「サークル活動・体験会」を報告いたします。ページは10ページになります。こちらの人数を申し上げます。男６、女32、合計38でした。この人数は、見学に訪れた方の人数です。このうち、入会に至った人数は12名でした。
　この事業は、11月１日から30日までの間、自由に社会教育関係団体の活動を見学できるようにすることで、気軽にサークル見学してもらい、入会の機会を増やす取組です。11月中に活動する三田公民館の社会教育関係団体が25団体あったのですが、そのうち20団体がこの企画に参加してくださいました。このうちの15団体に見学者が訪れまして、７団体に入会者がありました。参加団体からは、「部員の減少で会の運営が困難になっていましたが、１人入会してくださり喜んでおります」「来場者なし。愛好者がいなくなってしまったのかなと寂しいです」など、喜びの声と悲しみの声がありました。
　今回、三田公民館では初めて実施した事業ですけれども、38名の見学者、12名の入会者を得たことはよい結果であったと感じました。「広報ふなばし」に同じ時期に体験会を実施する公民館が一覧で出たことが注目を集める要因になったのではないかと思います。単体で行うよりも公民館が一斉に行うことで注目を集めることができるよい例になったのではないかと思いました。
　三田公民館の事業報告は以上です。
○大塚委員長
　ありがとうございました。
　続きまして、習志野台公民館さん、お願いします。
○習志野台公民館長
　習志野台公民館の事業についてご報告いたします。
　まず、12ページ、青少年事業でございます。「ハッピーサタデー事業」の12月７日開催の「プラバン工作」でございますが、こちらは、前回の計画説明時には餅つき大会として計画させていただいておりました。その後、青少年相談員さんと調整し、今年度はプラバンづくりとして募集をし、開催することになりました。事前申込制といたしまして、前半と後半の２回に分けて開催し、講師の指導の下、楽しく子供たちがキーホルダーを作製し、中には１人で７個つくってしまう参加者のお子さんもいて、皆集中してつくる様子が見てとれました。終わった後にも、子供たちから「楽しかった」「たくさんつくれた」といった声が聞かれました。事業は、状況等により内容を変更することもございますが、子供たちが楽しく参加できるように、今後も団体などと調整しながら開催していきたいと考えております。
　次の「書初め教室」は、参加者数の記載をお願いいたします。男５名、女13名、計18名でございます。
　次に、13ページに参りまして、成人事業の「国際交流講座」、上から２番目です。こちらについてご説明させていただきます。こちらは、多文化共生事業として開催するものです。昨年度は、調理実習を通してペルーについて学び、大変好評でありましたことから、今年度は市の国際交流員である劉琳さんを講師として、中国文化を学ぶことを目的として水餃子づくりを行いました。当日はテーブルごとに班分けをして、参加者の各人が協力し合いながら水餃子をつくり、楽しく食べての事業となりました。実食中に、講師から、中国の数字や名前、国の位置などそういった文化的な説明もございまして、中国文化について学ぶことができたと考えております。ただ、アンケートではよい意見が多かった一方で、「講師の説明中に片づけを始めてしまうテーブルがあった」という意見もいただいており、参加者の時間的都合にもよるかとは思いますが、時間配分の中で講師と説明時間の調整がもう少し必要だったと考えております。
　次に、13ページの一番下になりますが、「習志野台歴史講座～上飯山満を歩く～」についてご説明させていただきます。先に12月18日の人数の記入をお願いいたします。男11名、女６名の計17名でございます。
　こちらの講座は、毎年習志野台公民館の生涯学習コーディネーターの講座として一緒に企画をして開催しております。こちらは基本的には歴史に関する講座ということで、今年度もいろいろなコーディネーターさんとの話の中で意見が出まして、座学と散策を組み合わせ、全２回で開催ということになりました。講師の山本稔さんは、ほかの公民館でもいろいろな講座の講師をされておりまして、今回コーディネーターのほうからお話をして、東部地域で散策を組み合わせ、上飯山満地域ということで設定させていただきました。初回の座学も講師のユーモアのある話で盛り上がりまして、また、説明した地域を実際に散策するということで、参加者もより深く学ぶことができたと考えております。散策でありましたため、２回目に口頭でのアンケートといたしましたが、参加者からは「ぜひ別ルートで同じように企画をしてほしい」といった意見もありまして、自分たちが住んでいる、また、近隣の地域を実際に歩いて学ぶことが、より興味につながると思いました。なお、当日の歩く距離も４キロ程度と、無理なく実施できたと考えております。
　次、14ページに参りまして、人数の記入をお願いいたします。「習志野台寿大学」、12月19日の人数でございますが、男13名、女72名、計85名でございます。
　次はその下、「ハッピーサロン」です。こちらも12月16日の人数の記載をお願いいたします。男０、女５名、計５名でございます。
　次の15ページ、「将棋開放」、こちらも人数の記載をお願いいたします。12月13日、一番下でございます。人数は、男７、女０、計７名でございます。
　次、16ページの「卓球開放」、こちらも人数の記載をお願いいたします。12月22日の人数は、男６、女10、計16名です。
　その下の「子育てサロン」の12月25日の人数でございます。男６、女24名の計30名でございます。
　報告の最後となりますが、16ページの一番下でございます。「サークル体験・見学会」を新規事業として開催いたしました。先に参加者数の記載をお願いいたします。男女別は集計しておりませんが、合計71名でございます。
　こちらは、習志野台公民館登録の社会教育関係団体は現在60団体ありますが、サークルの団体や会員減少に対しまして、サークルの活性化や会員増を目的として、参加を希望したサークルの活動時にどなたでも自由に体験・見学をしてもらうために、習志野台公民館でも11月１日から30日の間に開催いたしました。
　実施したいと申請がありました団体が38団体、実際には当日キャンセルが１つございましたため、37団体が48回開催することになりました。公民館で、文化祭の館報、ホームページなどで広報いたしまして、各団体が、11月の自分たちの活動日に体験者・見学者を自由に受け入れてもらいました。体験会に参加した方々からは、「楽しく参加できた」「思っていたより難しかった」などの意見がございました。なお、参加者71名のうち、現時点では23名がサークルに加入したとの報告があり、参加した団体からは、「会員が増えてよかった」「自分たちの活動を知ってもらえた」「実施してよかった」などの意見もあり、サークルの会員増につなげることができたと考えております。公民館としても今後も開催していき、公民館のサークル活動を知ってもらう機会として捉えていきたいと考えております。
　習志野台公民館は以上です。
○大塚委員長
　ありがとうございました。
　続きまして、飯山満公民館さん、お願いいたします。
○飯山満公民館長
　飯山満公民館の該当期間の事業について報告させていただきます。
　青少年事業です。初めに、参加人数のご記入をお願いいたします。２番目の「クラブ活動支援」の12月18日の人数ですが、男18、女15、合計33名でした。
　では、説明に入らせていただきます。次の「冬休み宿題応援企画　書き初め教室」です。まず、参加人数が、男9、女12、合計21名です。書道塾に通っていない小学校３年生から６年生を対象に、千葉県立船橋芝山高等学校の書道部に講師をお願いしている事業です。学年ごとに先生からお手本に沿って書き方を習い、それからそれぞれ書き始めます。小学生は初めは恥ずかしがって１人で黙々と書いていますが、高校生が回りながらアドバイスをしていくうちに打ち解けて、書きづらいところを聞いたりしています。集中して何枚も練習していくうちに、私たち素人の職員が見ても明らかに初めに書いていたものより上手になっていきます。ある程度練習時間を取った後、清書の時間にしますが、こちらから「上手に書けた？」と尋ねると、どの子もうれしそうに「うん」と答えながら書いたものを見せてくれます。アンケートでも、「先生や高校生の教え方が分かりやすく、うまくなれて本当にうれしかった」「楽しかった」「またやりたい」など、過ごした時間も出来上がった作品にも満足して帰っていきました。
　本来宿題は面倒なものだと思うのですが、高校生に教わりながら行うことにより、楽しみながら宿題を終えることができるのは、子供にとっても保護者にとっても貴重な講座であると感じます。４年目になり、毎年同様に行っていますが、25名定員のところ58名の応募があり、需要の高さがうかがえる講座のため、講師に引き受けていただける間は継続していきたいと思っております。
　次に、成人対象事業です。次の18ページをお願いいたします。「スマホの写真整理ってどうするの？」です。昨年スマホの自撮り講座を行った際、一番質問が多かったのが写真の整理の仕方だったため、今年度の新規事業としました。デジタルデバイド対策の一環で、スマホやクラウドのストレージの賢い整理術を学び、スマホのより有効な使い方を知ることで、充実した生活を送ることができるよう支援することを狙いとしています。参加者のアカウントやパスワードなどの理解力に差があり、ほとんど個別対応になってしまいましたが、結果的にはそれぞれ分からないところが少しずつ解決できたようでした。講座後のアンケートでは、「GoogleフォトやAmazonフォトの容量が分かってよかった」「分かりやすく丁寧に教えていただきよかった」など、満足いただきました。先着受付にしたのですが、募集開始１時間で定員いっぱいになり、需要が多いことが分かったので、事前に確認することなどを整理して、次年度も継続していきたいと思っております。
　次に、19ページの「お正月を手作りミニ門松で迎えよう」の参加人数の記入をお願いいたします。男３、女12、合計15人でした。評価としては、３年目になる講座ですが、毎年大人気の講座です。定員が限られているため抽選になっており、高い倍率となっています。アンケートでは、「念願だった本講座に参加できてよかった」「人気の講座というのも納得です」など、皆さん自分でつくった門松に大満足でした。
　次に、高齢者対象事業です。「飯山満寿大学」の12月19日の参加人数のご記入をお願いします。男13人、女45人、合計58人でした。ALSOKをお呼びして、地域の方が最も関心がある住宅侵入の事例、危ない家の話、振り込め詐欺、ひったくりなどについて、経験を生かした説明をしていただきました。
　次の20ページに移りまして、「総合型介護予防教室　ずーっと元気！健康教室」です。65歳以上の市民を対象に介護予防の知識を教授することで、高齢者自ら介護予防に向けた取組を行うことを目指すという狙いです。皆さん毎回楽しそうに参加されていました。中には、奥様が少し認知症になっているが、一緒に参加していいですかと応募のときに尋ねてきた方がいらして、ご夫婦で参加いただきました。食生活や認知症についての日常生活に取り入れることができるお話と、適度な体操が参加者に好評でした。アンケートでも93％以上の方が「満足」と答えていただき、「体操の仕方の冊子を参考に、家や公園のベンチで実践しています」「家に帰ってやろうと思っても忘れてしまう」という感想もありましたが、皆さん自宅で実践しようとしていることが大切だと感じました。このような講座をまた開いてほしいという意見が多数ありましたので、来年度も継続していきたいと思っております。
　次に21ページに移りまして、その他対象の「体験して感じて！見えないってどういうこと？　動画コンテンツ版」です。今日、この真っ赤なチラシを手元に置かせていただきましたが、「目が見えないとはどういうことか」や、白杖の種類、意味などについての講義と、アイマスクをつけた白杖体験など、９月に行った講座を動画撮影したものを編集し、ふなばし生涯学習チャンネルで公開しているものです。障害者理解は重要な課題ですが、公民館ではどうしても参加者を獲得しづらいため、実施した講座を動画コンテンツ化することで、時間も場所も選ばず、より多くの方に講座に接してもらえるよう、この事業を実施しました。１事業分の予算で、公民館に足を運んでくれる方の何十倍もの方に学習する機会を提供できる結果となり、非常に有効な手段であると実感しています。資料には12月10日現在で429回の視聴と記載していますが、本日12月26日現在で469回になっています。
　最後に、「本館家庭教育セミナー」の12月17日に行われた「キャリア教育」の参加人数のご記入をお願いします。男47名、女40名、合計87名でした。評価については、次回４回目が終了してからご報告させていただきます。
　飯山満公民館からは以上です。
○大塚委員長
　ご苦労さまでした。
　それでは、最後に薬円台公民館さん、お願いします。
○薬円台公民館長
　薬円台公民館の当該事業の報告をいたします。
　まず、23ページ、「40代・50代からできる　ライフスタイルの再構築を」についてご報告いたします。リカレント教育として初めて取り入れた事業になります。内容は、自分の人生を振り返り、自分を知ること、これからやりたいこと、今後どのような自分になりたいかなどを具体的に書き出してみました。参加者同士で話をしながら進めていく講座で、いろいろな方の経験や考え方がこれからの自分の参考にもなる講座でした。
　定員10名としたところ11名の応募でしたので、全員の参加といたしました。チラシの配架を図書館や市民協働課に依頼し、フェイスの市民活動サポートセンターや男女共同参画センターにも配架しましたが、内容を伝えることが難しく、定員数ぎりぎりの人数となりました。アンケートは７枚の回収で、把握した年代は、50代４名、60代２名、70代１名でした。初めての参加は３名でした。受講されたアンケートでは、「ほかの方の悩み、人生について聞けて、自分の現状を客観的に見ることができ、参加してよかった」「次の前向きな行動につながるいい講座だった」という感想をいただきました。一方で、１回目の講座に80代の参加の方が２名いらっしゃったのですけれども、２回目の講座への参加はありませんでした。公民館の感想としては、公民館で行うリカレント教育の企画に悩みながらも、どのようなことができるかを探りながら行った講座でもありました。今回は、参加者の話を多く聞けたことがよい学びになったと感じました。
　続きまして、23ページの「船橋のお宝再発見　美味しい梨の秘密」につきましては、講師がインフルエンザのため中止となりました。今年度の開催は梨の準備が始まるために難しいのですが、来年度に検討したいと考えています。
　続きまして、同じく23ページ、「ドライフラワー講座」となります。気軽にチャレンジできるドライフラワーをテーマに取り上げ、ドライフラワーの基礎知識を学び、作品を制作しました。20名の定員に70名の応募があり、30代から40代の応募も10名ありました。これまでの講座より応募者の年代が若かったです。参加者のうち６名が今回初めて公民館を利用したと回答されました。参加者からは、「違う世界を見ることができ、面白かったです」「新鮮な講座でよかったです」「ドライフラワーに関する知識を教えていただき勉強になりました」「ドライフラワーの魅力に触れることができました」など好評でした。参加者同士楽しくおしゃべりする様子も見られ、また講師へも積極的に質問するなど、交流を楽しんでいたのが印象的でした。新しい日々の楽しみとして生活に取り入れてもらえるとよいと感じました。
　続きまして、25ページ、「やくえんだい福寿大学」の中の11月19日に実施しました「中国の文化に触れる」を報告いたします。共生社会を実現するための学習ということで開催いたしました。78名の参加で、国際交流員の劉琳さんによる文化講座で、内容は、中国の名前、中国の位置、餃子について、中国の言葉、中国の数字の話がありました。時間が来てしまい、中国の祝日、中国の文化習慣の話が聞けなかったのが残念でした。参加者からは、「直接外国の方の話を聞く機会がないので参考になりました」「生活習慣やいろいろな面での違いも知りたかった」「中国語を学びたいと思いました」との感想がありました。日本語がとてもうまく、劉さんのユーモアを交えた話しぶりに楽しいひとときを過ごせました。「隣の国なのに詳しいことをよく知らない」との声もあり、外のことを知るいい機会となりました。
　続きまして、26ページ、「サークル見学・体験会」になります。11月に、サークル見学・体験会として、ほぼ毎日見学や体験会を開催いたしました。参加者は44団体、見学・体験実施数は93回、見学・体験会の参加者数は104名となりました。12月22日現在で、サークル体験をきっかけに入会された数は25名となります。サークルからは、「参加した方がそのままサークルに入ることになりました」といううれしい報告や、「参加してよかった」という声もいただいており、サークル活動の活性化の一助となりました。
　薬円台公民館からの報告は以上となります。
○大塚委員長
　ご苦労さまでした。
　ただいま全公民館さんから報告をいただきました。委員の皆様、ご質問またはご意見がございましたらお願いいたします。
○加瀬委員
　東部公民館さん、１ページ目のハッピーサタデーの一番上の９月28日の「バスハイク」ですけれども、これは参加費はいくらですか。
○東部公民館長
　3,500円でございます。
○加瀬委員
　3,500円でできたんですね。これは市から結構補助があるのですか。
○東部公民館長
　青少年相談員との共催事業でございますので、青少年相談員さんからも予算をいただいている中で実施しております。
○加瀬委員
　参加費だけで、ほかに補助はないんですね。
○東部公民館長
　そうです。
○加瀬委員
　今バスが高いから、大洗に行ってくるだけでバスが15～16万円ではできないんじゃないかなと思いました。大変かなと。
　もう一つ、６ページの「大江戸和船展示」です。私は偶然役所へ行ったときに玄関のホールでやっていて見せてもらったけれども、すばらしいですよね。
○東部公民館長
　ありがとうございます。
○加瀬委員
　あそこへ飾るだけでも大変だと思うけれども、あれを一個一個全部つくられた方は保存しているんでしょう。
○東部公民館長
　そうですね。
○加瀬委員
　相当大きい倉庫じゃないとあれは保存できないですよね。上に積めないから。
○大塚委員長
　見事なものだったね。あれはすごい。
○加瀬委員
　箱か何かに入れて積んでいるのかね。
○大塚委員長
　あそこで２人の人が見ていて、いろいろ話したけれども、話がまた面白いんですよ。
○東部公民館長
　精巧にできており、ご覧いただいた方から好評をいただきました。
○加瀬委員
　できれば毎年やってほしいね。年１回でいいから。
○東部公民館長
　ありがとうございます。市役所のロビーは人通りも多いため、大勢の方に見ていただいたのかなと。これまでは西部公民館の文化祭とかで開催してきたのですが、やっぱりなかなか人目に触れるところがないものですから、東部公民館でもいろいろ検討は進めていきたいと思います。
○大塚委員長
　ぜひ検討してください。
○東部公民館長
　ありがとうございます。
○加瀬委員
　役所の１階であれを広げていると、大体寄るよ。
○東部公民館長
　そうですよね。
○大塚委員長
　あれだけは素通りできなかったね。やっぱり写真を撮った。やっぱり日本人というのはすごいね。
○加瀬委員
　以上です。
○東部公民館長
　ありがとうございます。
○大塚委員長
　ご意見のある方はほかにないですか。どうしても言いたいという方は。
　それでは、ご承認をいただける方は挙手をお願いいたします。
（全員挙手）
○大塚委員長
　全員挙手、ありがとうございました。各公民館からの事業報告につきましてご承認をいただきました。
　続きまして、次第（３）「公民館事業計画（12/26～３/31）について」、東部公民館長より順次説明をお願いいたします。委員の皆さんのご意見は、全公民館からご説明を受けてから頂戴いたします。
　それでは、東部公民館長さんからお願いします。
○東部公民館長
　東部公民館でございます。資料は１/17というページから始まりますので、よろしくお願いいたします。
　青少年事業、「ハッピーサタデー事業」のうち、２月22日の「子ども春まつり」についてご説明させていただきます。この事業については、地域の団体等から構成する実行委員会により実施しておりまして、ガールスカウトさんや船橋子ども劇場、中野木小学校の父親委員会、前原地区のスポーツ推進委員等の団体の皆様のご協力をいただきながら、毎年２月に前原児童ホームを会場に開催するものでございます。今後、実行委員会の打合せを重ねながら、遊びのコーナーなどの出し物について企画し、当日の子供たちの健やかな笑顔を楽しみに進めてまいりたいと考えている事業でございます。
　次に、成人事業についてでございます。次のページ、「家庭教育セミナー『モンテッソーリたんぽぽ子供の家父母会家庭教育セミナー』」について説明させていただきます。モンテッソーリたんぽぽ子供の家父母会との共催事業として今年度はこれまで２回開催し、今回１月18日に３回目の最終回を迎えるものでございます。１月18日に、このモンテッソーリたんぽぽ子供の家の卒園生の「うたのおねえさんコンサート」を浜町公民館の講堂をお借りして開催します。歌のお姉さんは、訪問公演をしているまちの音楽屋さんのお姉さんで、さえ姉さんという方です。深沢さえさんは、先ほど申し上げたモンテッソーリたんぽぽ子供の家の卒園生でいらっしゃるということで、当日コンサートや交流会を通して、またぬいぐるみのキャラクターであるクッキーちゃんにも一緒に来てもらって、親子で歌って踊って楽しく交流を図る事業を計画しています。
　最後に、３/17ページでございます。「東部地区５館合同事業『（仮称）東部公民館開館記念コンサート』」についてでございます。東部公民館は４月１日開館という予定の中で、それを記念したセレモニー、コンサートということで、公民館のこけら落とし事業として、地域の子供たちや地域ゆかりの演奏家による音楽コンサートを開催するものでございます。先ほどお話ししたように、４月１日に部屋の貸出し開始を予定しているところでございますが、開館前の３月30日（日）に、開館セレモニーと併せて、地域の子供たちと東部公民館区の小中学校出身のヴァイオリニスト、ピアニストによる音楽会を開催する予定でございます。
　東部公民館からは以上でございます。
○大塚委員長
　ありがとうございました。
　続きまして、三田公民館さん、お願いいたします。
○三田公民館長
　三田公民館の該当期間の事業計画についてご説明いたします。
　青少年事業ですが、「ふなばしハッピーサタデー事業」のタイトルが抜けてしまっておりました。申し訳ございませんでした。
　ハッピーサタデー事業の３月15日、「子ども健康教室」についてご説明いたします。この講座は、体操講師の多胡肇さんを講師にお迎えして、体を動かすことの楽しさや喜びなどを体感してもらえるような講座を行いたいと思います。多胡さんは1999年から2022年までNHKのテレビ・ラジオ体操指導者として活躍されまして、子供から高齢者まで幅広い年齢層の方が気軽に楽しめる健康体操の講師を現在されております。
　今回の講座で行う具体的な種目は現在協議中ですが、多胡さんが推奨しているコーディネーショントレーニングを行う予定でおります。コーディネーショントレーニングとは、子供たちの神経系に視点を置き、自分の思うとおりに体を動かすことができる柔軟性やバランス、瞬発力、リズム感など、総合的に動きやすい体をつくることを目的としたトレーニングです。これを行うことで、走るのが遅かったり逆上がりができないというような上手にできないことがネックになって運動嫌いになっているお子さんに、体を動かすことの楽しさを知ってもらいたいと思います。
　次に、成人事業から「中国料理講座」をご説明いたします。こちらは新規事業となっております。こちらも記載漏れで申し訳ございません。第三次船橋市生涯学習基本構想・推進計画のリーディングプロジェクトの一つである「『共生社会』の実現のための取組」として実施いたします。船橋市の国際交流課所属の中国の国際交流員を講師にお迎えしまして、水餃子づくりを行います。皮も手づくりの本格的な餃子づくりで、講師が子供の頃からつくっているレシピを教えてくださいます。ゆでている間の空き時間には中国の文化について解説を行う予定で、より中国を知っていただくことができるプログラムになっております。習志野台公民館さんが今日報告されたものと同じ事業となっております。
　次に、高齢者対象事業は、「三田寿大学」の１月に行う「大人のリトミック」について説明いたします。ページは５ページです。リトミックは子供が音楽に合わせて動いたり止まったりして行うイメージがありますが、これを大人に行うと脳トレになります。誰もが聞いたことのある音楽や、講師の即興ピアノ演奏などにより突然止まる音楽に反応して動きを止めたり、音楽が始まると同時に体を動かすなどして、軽運動と脳トレの両方を楽しんで行います。三田寿大学でリトミックをするのは初めてですので、転倒やけがのないように気をつけて実施していきたいと思います。
　次に、その他の事業からは、「三田ふれあいコンサート」について説明いたします。次の６ページになります。こちらは、文化課主催のふなばし音楽フェスティバルの中の一つである地域ふれあいコンサートで、地域の方が身近な場所で気軽に上質の音楽を楽しめる場として開催されておりまして、三田公民館は2004年から参加しております。今回はサックス奏者の中村健佐さんをお迎えいたします。中村さんはプロのストリートミュージシャンとして都内を中心に活動されています。コンサートでは、「ハナミズキ」「オリビアを聴きながら」「Time To Say Goodbye」などの曲をソプラノサックスあるいはアルトサックスで演奏する予定です。毎年三山市民センターで行っておりましたが、今回は市民センターが外壁工事中のため、三田公民館体育レクリエーション室での開催となります。
　三田公民館からの事業計画は以上となります。
○大塚委員長
　ご苦労さまでした。
　続きまして、習志野台公民館、お願いいたします。
○習志野台公民館長
　習志野台公民館の事業計画についてご説明いたします。計画の７ページからになります。
　青少年事業の「職業講演会」、２つ目にございますが、こちらをご説明させていただきます。習志野台中学校との共催事業でございます。中学校１年生が様々な職業の人の話を聞ける機会として、働くことや自身の将来について考えるきっかけとすることを目的として開催いたします。今年度は、パティシエ、野球選手の方、消防士さんなど、いろいろな職業の方を講師として実施をする予定でございます。中学生自身が興味のある職業を２つ選び、そのお話を聞き、また質問しながら、職業、将来について考えていく機会になればと考えております。
　続きまして、成人事業でございます。同じページの成人のすぐ下、「ときめき講座」についてご説明いたします。こちらは、先ほど報告もいたしました習志野台地区の生涯学習コーディネーターとの協働事業として毎年開催しております。今年度は「健康維持につながる」をテーマといたしまして、コーディネーター会議で意見を出し合い、企画となりました。ボイストレーニングを通して楽しく声を出すことで健康づくりを図っていきます。講師の方は習志野台地区で音楽教室を開催している方で、地域の町会イベントなど、そういったところにも出演されていらっしゃる方でございます。こちらは地域住民の健康意識を高めることができるのではないかと考えております。
　次に９ページ、その他事業でございます。その他のすぐ下、「コンサート」といたしまして、「年越しのしずかな午后」を開催いたします。こちらは令和６年度の当初事業計画にはございませんでした。コロナ禍の前に、長年、習志野台公民館で毎年コンサートをこちらの主催・共催で実施してこられた音楽の団体さんのアンサンブル樂舎さん、地域にお住まいの方でございますが、そちらの代表の方から、地域の方へ質の高い音楽を気軽に届けられないでしょうかというお話がございました。コンサートで講堂ですのでなかなか日程的には難しい部分があったのですが、年末の土曜日、明後日ですけれども空いておりまして、実施するものでございます。こちらは、地域の町会にもチラシを掲示板に貼るなどご協力いただいて、地域の方へ芸術を届けて、その理解を深めることができればと考えております。
　習志野台公民館の事業計画の説明は以上でございます。
○大塚委員長
　ありがとうございました。
　次に、飯山満公民館さん、お願いいたします。
○飯山満公民館長
　飯山満公民館の該当期間の事業計画についてご説明します。
　まず、青少年対象事業です。「ハッピーサタデー事業」ですが、昨年度まで５月から２月まで９回行っていたものを、今年度は厳選し、５回にしました。１月は４回目になり、「アニソンクラシックコンサート」です。Anison Classic Japanをお呼びして行います。「プロのクラシック演奏家がガチでアニソンを弾いてみた」というコンセプトで、ヴァイオリンとピアノとチェロで、「呪術廻戦」や「ドラえもん」、「東京リベンジャーズ」などの曲を演奏していただく予定です。アニソンをきっかけにクラシック音楽や生演奏、ライブの楽しさを知ってもらい、演奏会に足を運んでくれることを目指しているとのことです。今年度、ハッピーサタデー事業の回数を減らし、講師謝礼を少し多めにかけ、外部からその道の専門の講師をお呼びして、本物に触れさせたいという狙いに沿った講座になっていると思います。
　次に、成人対象事業は、昨年度と同内容の講座のため割愛させていただき、高齢者対象事業に移らせていただきます。
　まず、ページをめくっていただき12ページの「介護福祉ダンサーと踊ろう！昭和歌謡ダンス」です。こちらは新規事業です。介護福祉士でありダンスインストラクターでもある講師をお呼びし、65歳以上の方を対象に昭和歌謡ダンスを踊ろうというものです。健康づくり、介護予防とは感じさせず、楽しく音楽に合わせてエクササイズをしながら体力づくりをする機会を提供することを狙いとしています。全３回参加できる方を今募集しているところです。
　成人対象事業からもう一つ、その下の「70歳からの美容教室」です。資生堂ジャパンの方に講師をお願いしております。顔のお手入れやお化粧できれいになりながら、フレイル予防ができることを知ってもらう機会とすることを狙いとしています。高齢者対象ですが、65歳以上ですといつもの講座と同じメンバーになってしまうので、今回はあえて70歳以上としてみました。お化粧方法を学び直し、日常生活を向上させていただこうと企画しました。
　次に、「誰でも簡単！脳トレ運動マットス！」です。こちらも新規事業となります。認知症予防に効果のある脳トレ運動を行うことで、いつまでも健康で充実した生活を送ることを目指すことを狙いとしています。マットスとは、筑波大学教授が開発した誰でも簡単に楽しめる脳トレ運動です。本来はプレイヤー自身が点数計算を行うものだそうですが、この日は生涯学習コーディネーターにお手伝いしていただいて、点数計算をしていただこうと思っております。
　飯山満公民館からは以上です。
○大塚委員長
　ありがとうございました。
　最後に、薬円台公民館さん、お願いします。
○薬円台公民館長
　薬円台公民館の該当期間の事業計画についてご説明させていただきます。
　まず、14ページの「やくえんだい子どもまつり」になります。多くの団体さんに毎年参加していただいていて、今回、決定ではありませんが、新たな協力団体として、薬円台公民館で子ども食堂をされています薬園台カフェという団体さんにお声がけをさせていただいております。子どもまつりでは食べ物をとても楽しみにされているお子さんが多いこともあり、地域で活動している団体と新たな連携を図ることで、より楽しい子どもまつりを開催できればと考えております。
　続きまして、14ページ、「ロボラボ教室」です。薬円台公民館で行うのは新規になります。子供たちに科学や数学の面白さを伝え、コンピューターやエンジニアの仕事などに興味を持ってもらうことを目的としております。ロボラボ教室は、自分で組み立てたロボットカーをパソコンを使ったプログラミングで動かします。子供たちは、コースを走らせるため、直進や曲がれのプログラムをパソコンで作成します。１回目は、生涯学習コーディネーターが運営に協力するサポーターとなるため指導を受けます。２回目は、４年生から６年生を対象とした教室になります。
　続きまして、16ページ、「ふなばし音楽フェスティバル薬円台ふれあいコンサート」になります。今回は「篠笛とギターのコンサート」になります。日本の伝統楽器である篠笛の和とクラシックギターの洋をモチーフに、現代の和をテーマに活動されております。古典の技術を学びながら、オリジナルの世界を追求されているということです。篠笛演奏者である山田路子さんは、昔、薬円台公民館のサークルの芝六太鼓で活動されていて、薬円台公民館には中学、高校と通っていらっしゃったという縁があります。コンサートについては、様々な生のすてきな音楽を聞いていただけるよう、コンサート実行委員会が経験や知識を生かして企画しております。
　続きまして、「地域課題発見・解決事業」になりますが、会議の冒頭で説明させていただきました団体と共催で３月に行います。
　薬円台公民館からは以上となります。
○大塚委員長
　ありがとうございました。公民館さんから公民館事業計画（12/26～３/31）についてご説明をいただきました。
　委員の皆様、この間について、何かご質問、お話がある方は挙手をお願いいたします。
○牧野委員
　薬円台公民館さんの14ページの下の成人の「薬円台南小学校PTA家庭教育セミナー」の内容が全く入っていないのですが、これはどんな具合ですか。
○薬円台公民館長
　学校さんとやっていて、これは３回中の３回目になるのですが、すみません、詳しい計画はまだということです。
○大塚委員長
　よろしいですか。
○牧野委員
　はい。
○大塚委員長
　ほかの方はどうでしょうか。ご意見ございましたらお願いいたします。
　質疑応答がもうないようですので、公民館事業計画（12/26～３/31）について採決をとらせていただきます。各公民館一括して承認の採決をとることといたします。ご承認いただける方は挙手をお願いいたします。
（全員挙手）
○大塚委員長
　ありがとうございました。全員挙手をいただきました。各公民館からの公民館事業につきましては、ご承認をいただきました。
　一応これで終わりでございます。今日はご苦労さまでございました。
　あとは何かありますか。それを流してください。
（各委員に資料配付）
○大塚委員長
　お手元にお配りしたのは、皆様に各ブロックの事業見学をお願いさせていただきました。今年度は、薬円台さんについては「DIYこども工作教室」、習志野台公民館さんについては「習志野台郷土史講座」、三田公民館は「ハピサタ職業研究講座」、飯山満公民館さんについては「体験して感じて！見えないってどういうこと？」、東部公民館については、私の都合でどうしても予定していたところにほかの会議がありまして、申し訳なかったのですが、東部公民館見学は私の事情で文化祭見学に変更させていただきましたことについて、誠に申し訳なく、また、ご了解いただきまして感謝申し上げます。
　備考２、チラシを添えましたが、全館、館長ほか、館員の皆様が一体となって実務に当たっていた姿がとても印象的でした。
　３番として、願わくば、広報等、東部地区公民館がさらに市民と一体となって楽しい活動をもっと知らせる方法を考えたいというのが私の希望です。
　次のページを見てください。「DIYこども工作教室」です。すごく楽しく、指導者の方がよく子供たちと接しながら、夏休みのときにいろいろな材木を用意してくれて、自分の個性が出てくるようないろいろな物がつくられてきた。それがこうだ、ああだではなくて、子供さんが自分で発想したものをつくるということが夢にもなるじゃないですか。だから、形にはまるのではなくて、自由に自分がどんなものをつくったんだと。そこで初めて子供たちが自発的に将来自分が何をやるか、どんどんどんどん小さい頃から自分でやるべきことを決めていく一つのやり方かなというふうに大変感動しました。
　次に、「習志野台郷土史講座」です。これは、戦前・戦後にかけて習志野台はどういうふうに変わってきたか。それこそ古い時代から習志野台はいろいろあったということで、「下総台地を駆けた馬　野馬の起源と生態」「秋山好古と騎兵旅団」「明治の開墾と習志野原の開拓」ということで３回にわたって講師の方が細かくやられていました。私は２回目のときに行ってみたのですけれども、講師の方がよく勉強されていますよね。年配の方が結構多く見えられていまして、やっぱり歴史というのもすごく日本人には合うのかなという気がしています。
　次に、三田公民館さんの「イラストレーター・絵本作家のお仕事」ということで、後ろを見ていただくと、イラストレーターというのはいろいろな自分の発想においてつくるのですけれども、この先生のしゃべり方というか進め方というのがすごく特徴があって、子供たちが乗ってくるというのかな。すごくいいものを、みんな自分が納得するものをつくってくれて、この時間は楽しい時間でした。だからといってこの先生がかっかかっかやっているのではなくて、穏やかにやりながら子供たちを引きつけると。すばらしいなと思いました。
　次に、「体験して感じて！見えないってどういうこと？」ということで、僕は初めて分かったのですけれども、これを指導する人は県内にこの人一人しかいないそうです。そして、講堂で、まず目が見えないようにアイマスクをして、つえで真っすぐ歩いてみてくださいということで、真っすぐ歩ける人が少なくて、右か左かに結局行くわけですよね。その体験をやる。
　もう一つ、今度は実際に外を歩かせるんです。飯山満中学の道路は車の通る道が狭いものですから、これぐらいの幅の道路よりも高くなっている歩道を歩かせるわけです。皆さん初めてやる方ですから、相当真剣にやっていました。僕もやらせていただいて、アイマスクをしてやりました。やっぱり慣れるということも大事だけれども、恐怖心がありますよね。アイマスクをかけて道を歩くというのは。なぜかというと、真っすぐ歩いているという感覚があるのですけれども、やっぱりぶれるんですよね。
　その中で、横断歩道に目の見えない人の、赤とか青とか目の見える人は分かるけれども、一つだけ僕が見つけたのは、市役所に行くときの道路がありますよね。あそこは目の見えない人用のブザーがあるんですよ。知っていますか。
○東部公民館長
　音が出る信号機ですよね。
○大塚委員長
　そうそう。私が調べた結果、船橋は１つしかないんじゃないかな。市役所のところしか。ですから、実際に目が見える人はいいですけれども、見えない人のこれからというのは、指導の方も少ないですし、実際に体験して大変だなと思いました。いい経験をさせていただきました。ありがとうございました。
　それから、東部公民館の文化祭ということで中央公民館をお借りしてささやかな文化祭をされて大変だったなと思います。この中で、いろいろな楽しさがあったのですけれども、ロズマリーンカ、チェコの踊りかな。これはよかったです。
　僕は今後も継続してやろうと思いますけれども、やっぱり公民館さんは昔と違って、私も何十年とやっていますから分かりますけれども、館長さんの考えでしょうけれども、みんなが一体となって楽しく仕事をしているなという部分がよく見えました。だから、今の皆さんの活躍を頑張ってこれからもやってほしいと思います。
　ただ、公民館の場合にはいろいろな意味で制約があるものですから、その辺はなかなか大変だろうと見ています。と同時に、各公民館がそれぞれの団体さんに協力をしてもらわなければいけないし、いろいろな部分がありますけれども、いかにして皆さんが公民館に来るかということについては、迎合をするつもりはないですけれども、市民にとって住みやすい、そして、楽しいことも公民館でやられているということを今後も継続していただけることが一番大事かなと思います。さらにもっと増やすためにどうするかということと、これは本庁の関係かもしれませんけれども、公民館の事業たるものは、今後同じことをやるのではなくて、同じことでも少しずつ時代に合わせて変えていくことも必要だと。そのために我々もいるのだろうと思っています。公民館さんと我々委員とで一体となって頑張っていきたいと思いますので、今後ともひとつよろしくお願いいたします。
　若干の説明で申し訳ないですけれども、報告だけしておきます。よろしくお願いいたします。ありがとうございました。
　これで終わりになりますけれども、事務局から連絡事項等、何かありましたらお願いします。
○東部公民館長
　１件だけ、東部公民館の開館のことにつきましてお話しさせていただきたいと思います。
　先ほどオープニングセレモニーと事業のことについて触れさせていただきましたが、両面になっております。表面から申し上げますと、今、工事で休館しております東部公民館は、工事が順調に進んでおりまして、おかげさまで４月１日から開館する見込みが立ったところでございます。市民の皆さんには、４月の会場申込みの抽選についてご案内させていただく中で、３か月前の１月６日からとこれまでもルールとして運用しており、それに合わせて１月６日から予約の抽選申込みということで開始したいと思います。
　なお、今回の改修に当たりましては、音楽室を新設したり、一部集会室を変更する中で、利用の料金につきまして変更が生じました。ここの３番目の「会場使用料等」に書いてあるとおりですが、使用料については船橋市公民館条例で規定しているものです。令和６年第４回市議会定例会が12月19日に閉会日を迎えて、この条例案が可決されましたので、この利用料金に基づいて４月１日以降施行する予定でございます。２階の音楽室が新設でございまして、30人定員の部屋で990円、それから、３階の第３集会室・第４集会室については、和室だったところをじゅうたん敷きの土足禁止のお部屋に改装しましたが、面積が変わらないため、590円で変わりありません。名称を変更したというのが主な内容でございます。
　裏面は、部屋のレイアウトです。部屋の位置関係につきましてはご覧いただいているとおりで、第１集会室についてこれまで倉庫だったところを貸出し部屋に変更したところと、２階に音楽室を新設したところ、先ほどの３階の第３・第４集会室をじゅうたん敷きの部屋に改装したところが大きな変更点でございます。
　今ご覧いただいた一覧表については、１月１日号の広報にも掲載させていただく予定でございまして、１月６日から抽選申込みを始める予定となってございます。
　以上でございます。
○大塚委員長
　ありがとうございます。
　ところで、１枚目の１コマ３時間の金額ですけれども、増えたところ、減ったところがあるんですか。
○東部公民館長
　第１集会室については、これまで990円でございました。旧第１集会室については、ちょうど２階のロビーを上がったところですが、フリースペースに変更しましたので、部屋が小さくなりまして、590円となりました。あとは、音楽室が新設ですので990円で、そのほかの部屋については料金の変更はございません。
○大塚委員長
　第１集会室だけが。
○東部公民館長
　名称が変わって場所が変わって小さくなったために590円になりました。
○大塚委員長
　新しくしたから値上げしたのではないかと思って。
○東部公民館長
　令和２年の一斉改定のときと同じ計算方法を使用しておりますので、料金単価の計算は同じでございます。
○大塚委員長
　ご苦労さまでした。ようやく古巣へお戻りになりますね。
○東部公民館長
　はい、おかげさまで３月には戻る予定でございます。
○大塚委員長
　でも、長かったですね。１年ちょっと。
○東部公民館長
　そうですね。１年半でございましたので、地域の皆さんには大変ご迷惑をおかけしているところでございます。
○大塚委員長
　開館日に当たっては、ここにいらっしゃる館長さんだと思いますけれども、招いてくれるのではないかと思うんですよね。新しく開館だから。
○東部公民館長
　ぜひご覧いただきたいと思ってございますので、その時期が参りましたらば、またご案内させていただきたいと思います。
○大塚委員長
　それでは、以上をもって今年の最後の審議会を終了させていただきます。１年間ありがとうございました。

午後５時１７分閉会
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